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新
刊
図
書

海
を
感
じ
る
時

風
を
み
た
女

北
条
政
子

中
年
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん

マ
ラ
ソ
ン
の
青
春

あ
し
た
泣
く

桜
と
剣

何
処
へ

野
性
の
証
明

殉
愛

女
の
河
　
　
（
上
、
下
）

遙
か
な
る
歳
月

お
も
ろ
う
て
や
が
て
哀
し

も
う
一
つ
の
人
生

い
っ
ぴ
き
の
虫

わ
た
し
の
渡
世
日
記
　
　
（
上
、
下
）

北
国
の
雪
の
町
か
ら

人
形
愛

乱
反
射

菊
の
仕
立
て
方

素
直
な
戦
士
た
ち

女
の
幸
福

落
日
燃
ゆ

街
道
伝
奇

無
罪

判
決

九
月
の
空

不
毛
地
帯
　
　
（
一
～
四
）

言
葉
の
海
へ

案
内

　
　
雪
崩
れ
る

　
　
新
日
本
の
首
領

　
　
白
の
＋
字
架

　
　
日
本
人
に
生
ま
れ
て
損
か
得
か

　
　
わ
れ
ら
が
チ
ョ
ウ
夫
婦

　
　
葡
萄
畑

　
　
幸
福
の
断
章

　
　
白
い
巨
塔

　
　
公
園
通
り
の
午
後

　
　
雑
談
の
夜
明
け

　
　
不
安
の
時
代
に
処
す

　
　
飛
翔
の
時
機
は
来
た

　
　
も
う
い
ち
ど
歌
っ
て

　
　
北
の
怒
濤

　
　
昨
日
の
花

　
　
和
官
様
御
留

　
　
園
芸
12
か
月

　
　
病
気
と
害
虫

　
　
マ
マ
ぼ
く
死
に
た
い
よ

　
　
聖
職
の
碑

　
　
冬
の
螢

　
　
隠
密
の
影
帖

　
　
ぼ
く
ら
の
時
代

　
　
ア
イ
ズ

　
　
家
庭
教
育
論

　
　
日
本
人
の
育
て
の
知
恵

　
　
娘
と
私
の
時
間

　
　
エ
ベ
レ
ス
ト
南
壁

　
　
柳
生
但
馬
守

　
　
㌔

斐
稿

　
　
　
、
．
ら
ぬ
灯

　
　
　
　
　
雪

、
璽
・

鋭
墾
警
顯
．

脚
骨
と
な
る
案
山
子
を
吹
く
や
秋
の
臓

秋
の
蟻
嘱
イ
ず
葉
鵬
頭
進

　
　
　
　
　
超
房
残
暑
か
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫
．
人

論
西
陽
ー
赤
、

大
関
松
三
郎
の
四
季

越
佐
物
語

世
界
の
民
話

中
魚
沼
郡
郷
土
誌

県
民
百
科
辞
典

　
　
人
生

◎
産
声

山
本
　
法
寿

畷
．
・
鑓
麓
り
．
影

綴涼
華

嘆
齪

往
来

憲
太
郎
　
　
葎
　
沢

糧
　
．
涌
井

者
．
　
を
も
知
ら
．

村
山
　
　
友

関
沢
　
一
美

南
雲
智
美

鈴
木
　
　
学

志
田
　
勝
江

◎
高
砂

｛
縮
雛

豊八文久
　　　　博
美郎平大

穂
と

鰯

へ
鷲
．
．

　
　
驚
騨
れ
る

噸
．

謡
饗
、

　は．

山

4
れ

＜

ぷ
や
靴

由
　
幸
子

出
懲
婁
藤

　叢
で

、
山
田
亀
稲
を
束
ぬ
れ
ば

ぽ
小
騨
羽
、

土荒通倉上
　　り
倉屋山下山

有
一
（
一
三
）
新
屋
敷

律
子
（
圭
）
朝
日
村

’
ぎ

・
、
環
く
刈
田
の
わ
ら
を
集
む
れ
ー

　
、
．
足
元
近
き
　
　
　
う
咲
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ラ

れ
な
い
の
色
．

　
　
橋
げ

｛
縮
鮭

｛
縣
讐

｛
擶
鷺
伯

⑳
嚴
子

善
財
フ
サ
イ

敏幸静賢節満
子一子一子男

（　（
四五八二二
）　）

（
二
七
）
荒
屋

（
量
）
十
日
町

（
二
七
）
原
町

（
一
一
四
）
下
山

（
毛
）
本
屋
敷

（
一
西
）
十
日
町

荒山

屋崎
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私たちの村
人　口 7，279（＋1）

男 3，604（一1）

女 3，675（＋2）

世帯数 1，666（一1）

　
輩

　
　
　
　
　
　
二
…
』

　
　
』
一

　
　
　
ル

　
　
コ一

｝
誌
皿
…

醐　
　
　
　
　
　
　
　
卿

．
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1定価　1部5円：

　
体
育
の
日
の
十
月
十
日
、
第
二
回
「
中

里
村
体
育
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
あ
っ

た
た
め
か
参
加
者
の
出
足
は
も
う
一
歩

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
老
人
生
き

が
い
対
策
事
業
の
「
老
人
ス
ポ
ー
ッ
大

会
」
も
同
時
に
行
な
わ
れ
、
幼
児
か
ら

老
人
に
い
た
る
ま
で
約
三
百
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
田
沢
中
体
育
館
で
は

先
ず
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
て
か

ら
競
技
に
入
り
、
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら

所
狭
し
と
ば
か
り
に
紅
白
玉
入
れ
や
風

船
割
り
、
綱
引
き
な
ど
の
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
種
目
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
小
雨
の
降
る
悪
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
中
で
行
な
わ
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
は
九
十
数
名
が
参
加
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
周
し
て
か
ら
駅
通

り
、
干
溝
、
小
原
部
落
、
宮
中
橋
を
経

て
貝
野
、
本
屋
敷
部
落
ま
で
の
坂
道
の

多
い
難
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
往
復
2
K

・
3
K
・
5
K
・
8
K
の
距
離
で
健
脚

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
二
回
目
を
迎
え
た
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
、
年
々
参
加
者
の
増
加
の
き
ざ

し
が
み
ら
れ
、
関
係
者
は
今
後
の
大
会

の
盛
り
あ
が
り
に
期
待
を
よ
せ
て
い
ま

す
。

　
（
写
真
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
一
コ
マ
）
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間
も
な
く
出
稼
ぎ
に
出
か
け
る
み
な

さ
ん
に
、
国
民
年
金
係
か
ら
三
つ
の
お

願
い
が
あ
り
ま
す
。

へ
年
金
手
帳
」
は
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
持
参
し
ま
し
ょ
う
〃
”

　
出
稼
ぎ
先
の
職
場
の
労
務
担
当
者
に

「
年
金
手
帳
」
を
提
出
し
て
、
厚
生
年

金
の
記
号
番
号
（
初
め
て
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
人
）
、
加
入
年
月
日
、
喪
失

年
月
日
を
記
入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。
出
稼
ぎ
の
期
間
（
厚
生
年
金
加
入

期
間
）
は
国
民
年
金
の
加
入
期
間
と
合

算
し
て
、
将
来
、
　
「
通
算
年
金
」
と
し

て
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

出
稼
ぎ
福
祉
だ
よ
り

　
　
作
品
募
集
に
つ
い
て

出
稼
ぎ
者
の
安
全
と
家
族
と
の
媒
介
と

し
て
例
年
出
稼
福
祉
だ
よ
り
を
刊
行
し

て
き
ま
し
た
が
、
本
年
も
娼
稼
福
祉
だ

よ
り
の
刊
行
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の

で
編
集
に
あ
た
り
別
記
の
と
お
り
作
品

の
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

募
集
期
限
　
昭
和
5
3
年
n
月
下
旬

送
り
先
　
　
中
里
村
役
場
社
会
課

国
民
年
金
の
届
は

　
　
　
　
そ
の
つ
ど
速
や
か
に
〃

　
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
た

と
き
は
国
民
年
金
の
喪
失
届
を
、
出
稼

ぎ
か
ら
戻
っ
た
と
き
に
は
国
民
年
金
の

加
入
届
を
そ
の
つ
ど
速
や
か
に
手
続
き

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を

　
　
掛
け
忘
れ
る
と
大
変
で
す
〃

国民年金と厚生年金などはつながります＠・。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

厚
し

で
入

先
加

ぎ
へ

せ
金
き

勘
篶離

■N一、一鵠§ll雛建2
釦O

、
●

●

3‘喧皇

、
糞

．
》

信
）

申
町
付
偉
遇

〆　国戻犀金　　　　　　　　　　　　　　厚生年金

注）この手続きを怠り年金制度問に空白期問ができると、通算年金（老齢

　障害）がうけられないこともあります。

　
保
険
料
を
掛
け
忘
れ
て
い
る
と
、
通

算
年
金
（
老
齢
・
障
害
〉
が
う
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料

は
出
稼
ぎ
に
出
か
け
る
前
に
掛
け
終
え

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
　
「
年
金
手
帳
」
は
あ
な
た

の
分
身
と
も
い
え
る
も
の
で
す
か
ら
、

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

”
国
民
健
康
保
険
”

稲
刈
も
終
り
秋
の
収
穫
が
一
段
落
す
る

と
出
稼
ぎ
が
始
ま
り
ま
す
。
出
稼
ぎ
さ

れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
手

続
き
し
て
下
さ
い
。

※
出
稼
ぎ
な
ど
で
冬
期
間
家
を
離
れ
る

場
合

冬
期
間
出
稼
ぎ
さ
れ
、
出
稼
ぎ
先
で
他

の
保
険
に
入
ら
な
い
人
は
⑱
保
険
証
（

特
別
被
保
険
者
証
）
を
発
行
し
ま
す
。

離
れ
る
期
間
、
行
き
先
等
を
メ
モ
し
印

鑑
と
家
の
保
険
証
を
持
っ
て
国
保
の
窓

目
で
手
続
き
し
て
．
ト
さ
い
。

※
出
稼
先
で
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
る

場
合

社
会
保
険
に
加
入
し
て
か
ら
事
業
所
の

証
明
書
（
国
保
係
に
用
紙
有
り
）
を
添

え
、
家
の
保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て

届
け
出
て
下
さ
い
。
こ
の
場
合
家
族
も
　
　
証
を
持
た
な
い
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

社
保
の
被
扶
養
者
と
し
て
社
会
保
険
に
　
　
っ
た
り
す
る
と
全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば

申
請
し
て
下
さ
い
。
う
っ
か
り
手
続
き
　
　
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
な
い
で
二
重
に
加
入
し
た
り
、
保
険

消
防
職
員
採
用
試
験
が
行
な
わ
れ
ま
す

一
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
消
防
士
、
若
干
名

二
受
験
資
格

　
α
高
校
卒
業
者
（
来
春
卒
業
予
定
者

　
を
含
む
）
で
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
以

　
降
に
生
れ
た
男
子

　
⑫
中
魚
沼
、
十
日
町
郡
市
内
に
居
住

　
可
能
な
者

　
⑭
身
長
1
m
60
㎝
以
h
、
胸
囲
は
お

　
お
む
ね
身
長
の
⊥
2
以
上
、
体
重
5

0
k

　
g
以
」
L
、
視
力
両
眼
の
場
合
0
・
8

　
以
上
で
色
神
正
常
な
者

三
試
験
方
法

　
…
第
一
次
試
験
（
十
二
月
九
日
）

　
　
の
教
養
試
験

　
　
　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
作
文

　
　
　
00
体
力
診
断
テ
ス
ト

　
㈹
第
二
次
試
験

　
　
口
述
試
験
、
身
体
検
査

　
場
所
及
び
時
刻
等
は
、
第
一
次
、
二

　
次
と
も
受
験
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

四
受
験
手
続

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
へ
次

　
の
書
類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
m
受
験
申
込
書
（
消
防
本
部
総
務
課

　
　
又
は
役
場
総
務
課
消
防
本
部
に
あ

　
　
り
ま
す
）

　
別
身
上
調
書

　
鋤
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（

　
　
卒
業
見
込
み
の
者
は
前
年
の
も
の
）

五
申
込
受
付
期
間

　
昭
和
5
3
年
H
月
13

日
～
1
1
月
27
日
午

　
後
五
時
ま
で
。
但
し
郵
送
の
場
合
は

　
H
月
2
7
日
ま
で
の
消
し
印
の
も
の
は

　
有
効
と
す
る
。

　
尚
、
不
明
の
点
は
十
日
町
地
域
消
防

本
部
総
務
課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

村
民
剣
道
大
会

　
　
　
開
催
お
知
ら
せ

一
、
日
時
十
一
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
開
会

二
、
場
所
田
沢
小
学
校
体
育
館

三
、
種
　
目

　
　
　
　
　
　
一
般
、
高
校
の
部

　
　
個
人
戦
　
小
学
生
の
部
（
男
女
）

　
　
　
　
　
　
中
学
生
の
部
（
男
女
）

四
、
参
加
資
格
　
中
里
村
に
住
ん
で
い

　
　
　
　
　
　
　
る
方
。

五
、
申
込
期
日
　
十
一
月
六
日
必
着

六
、
申
込
先
　
中
里
村
公
民
館

「
た
ば
こ
」
は
村
内
で
買
い

ま
し
ょ
う
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村
民
球
技
大
会
終
る

　
去
る
十
月
二
十
二
日
に
、
田
沢
中
体

育
館
で
村
民
球
技
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
婦
人
、
一
般
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
籠
球
の
三
種
目
に
十
三
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
展
開
。

　
今
年
の
大
会
に
は
田
沢
中
女
子
籠
球

部
と
同
O
B
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
大
会

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
通
り
で
し
た
。

◎
婦
人
バ
レ
ー

　
　
一
位
　
中
里
婦
人
バ
レ
ー
チ
ー
ム

　
　
ニ
位
　
貝
野
婦
人
バ
レ
ー
チ
ー
ム

◎
排
球
一
般

　
　
一
位
体
協
チ
ー
ム

　
　
ニ
位
　
倉
俣
チ
ー
ム

　
　
．
．
一
位
　
貝
野
チ
ー
ム

◎
籠
球

　
　
一
位
体
協
チ
ー
ム

　
　
ニ
位
　
高
校
生
B
チ
ー
ム

　
　
三
位
　
高
校
生
A
チ
ー
ム

◎
籠
球
女
子

　
　
一
位
　
田
沢
中
チ
ー
ム

　
　
ニ
位
　
田
沢
中
O
B
チ
ー
ム

　
食
塩
水
に
入
れ
る
。

　
ω
塩
水
で
魚
体
の
ヌ
メ
リ
を
お
と
し

流
水
で
洗
う
。

　
樹
頭
部
に
串
を
さ
し
て
目
刺
状
に
す

　
る
。

　
鰯
魚
焼
器
で
こ
が
さ
な
い
よ
う
に
、

　
食
べ
ら
れ
る
程
度
に
ま
で
乾
燥
す
る

　
㈲
し
ょ
う
油
、
塩
、
砂
糖
を
加
え
強

　
火
で
煮
、
煮
上
っ
て
五
～
六
分
後
か

　
ら
弱
火
に
し
て
ゆ
っ
く
り
汁
を
煮
つ

　
め
て
ゆ
く
。

　
㈲
火
を
止
め
る
十
五
分
前
に
水
あ
め

　
、
カ
ラ
メ
ル
を
加
え
、
半
日
く
ら
い

放
置
す
る
。

◎
注
意
点

　
煮
る
時
、
最
初
の
強
火
で
煮
汁
が
全

　
体
に
か
ぶ
る
だ
け
で
、
と
ろ
火
の
段

　
階
で
は
鍋
の
位
置
を
ず
ら
し
て
や
ら

　
な
い
と
全
体
に
煮
汁
が
か
か
り
に
く

　
い
。
又
、
煮
込
む
時
30

～
40
分
は
そ

　
の
ま
ま
で
よ
い
が
、
そ
の
後
注
意
し

　
な
い
と
焦
げ
や
す
い
。

年
末
期
の
事
業
資
金
の

　
　
　
　
お
申
込
み
は
お
早
目
に

　
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
ー
鯉
の
か
ん
ろ
煮
ー

　
冬
期
間
の
動
物
性
蛋
白
質
源
と
し
て

鯉
料
理
が
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
一
つ
と
し
て
鯉
の
か
ん
ろ
煮
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
転
作
の
有
効
利
用
を

は
か
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
こ
こ

に
鯉
の
か
ん
ろ
煮
の
つ
く
り
方
を
紹
介

し
ま
す
。

◎
材
料

鯉
（
－o
㎝
位
）

　
し
ょ
う
ゆ

　
塩砂

糖

　
水
あ
め

　
カ
ラ
メ
ル

　
3
％
の
食
塩
水

◎
作
り
方

　
カ
ミ
ソ
リ
で
一

　
一
k
g

一
八
○
㏄

　
一
〇
g

三
〇
〇
g

　
一
〇
㏄

　
　
五
㏄

　
　
適
量

D
餌
止
め
三
～
四
日
後
の
鯉
の
腹
を

　
　
　
　
　
　
㎝
程
さ
き
、
指
で
軽

く
内
臓
を
絞
り
出
し
て
か
ら
三
％
の

商
品
仕
入
、
買
掛
金
、
支
払
手
形
の
決

済
、
ボ
ー
ナ
ス
等
諸
経
費
の
支
払
な
ど

年
末
期
の
資
金
の
お
手
当
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
十

月
一
日
か
ら
年
末
期
の
貸
付
を
開
始
し

ま
し
た
。
当
期
間
は
申
込
が
集
中
し
ま

す
か
ら
お
早
目
に
お
申
込
下
さ
い
。

◎
普
通
貸
付
（
一
般
の
事
業
資
金
）

　
、
　
臼

一二
、

三
、

融
資
限
度

利
　
　
率

貸
付
期
間

四
、
保
証
人

二
一
〇
〇
万
円
以
内

年
七
・
一
％

運
転
資
金
五
年
以
内

設
備
資
金
七
年
以
内

一
名
以
上

　
よ
、
登
山
の
楽
し

五
、
担
保
　
必
要
に
応
じ
て
提
供

　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
た
だ
く
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
。

◎
中
小
企
業
経
営
改
善
貸
付

一
、
融
資
限
度
　
二
五
〇
万
円
以
内

二
、
利
　
　
率
　
年
六
・
六
％

三
、
貸
付
期
間
　
運
転
資
金
二
年
六
ケ

　
月
以
内
。

　
設
備
資
金
三
年
六
ケ
月
以
内
。

　
「
清
津
山
の
会
」

み
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ

カメラ訪聞

四
、
担
保
、
保
証
人
　
不
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
国
民
公
庫
長
岡
支
店
、
商

工
会
議
所
、
商
工
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

く
た
め
、
二
年
半
前
に
発
足
し
た
会
で

す
。
会
員
は
現
在
十
七
名
。
岩
登
り
か

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
ま
で
巾
広
く
、
奥
深
く

行
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
一
ケ
月
一
回
を
目
標
に
し
て

お
り
　
最
も
重
要
な
行
事
は
、
村
民
登

山
と
小
松
原
清
掃
登
山
で
す
。

村
民
登
山
は
苗
場
を
目
指
し
た
が
、
第

一
回
目
と
あ
っ
て
か
参
加
者
は
十
一
名

と
少
数
で
し
た
。
十
月
の
小
松
原
清
掃
、

登
山
は
五
十
九
名
の
参
加
者
を
得
て
大

成
功
。
今
後
と
も
続
け
て
ゆ
き
ま
す
。

　
と
に
か
く
楽
し
く
、
長
続
き
す
る
会

に
し
た
し
と
　
全
会
員
が
何
ら
か
の
役

に
当
り
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
元
気
い
っ

ま
、
の
若
き
山
の
会
を
よ
ろ
し
く
。


